
 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年度 
アメリカ留学報告書 

 

実習先：Northwest Missouri State University 

実習期間：８月２４日～１２月１７日 

 

 

 

 

 

 

新潟国際情報大学 

国際学部国際文化学科 

学籍番号：21015014 

井上 達矢 

 

 

 

 



 

 

2 

 

目次 

 

１ 留学先及び実習期間 

２ 留学先概要 

３ 留学目的 

４ 留学内容 

４‐１ 留学のスケジュール 

４‐２ 留学の詳細 

５ 所感 

６ おわりに 

謝辞 

 

 

 

 

付録 

留学日誌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

3 

 

１ 留学先及び実習期間 

研修先：Northwest Missouri State University 

研修期間：平成 28年 8月 24日～平成 28年 12月 17日 

       ※帰国は 12月 18日 

 

２ 留学先概要 

(1)大学について 

ノースウエスト・ミズーリ州立大学（Northwest Missouri State University）は、ミズ

ーリ州のマリービル（Maryville）に位置する州立大学です。学生はおよそ 6000 人ほどで

す。他国から 35カ国以上の学生も在学しています。この町の人口は 11000人、自然豊かな

場所で治安はとても安全な地方です。日本と比べ雨の日は比較的少なく、春から秋にかけ

て温暖であり過ごしやすい地域です。 

 

(2)大学で行われている教育について 

この学校では 100を超える専攻があり、多くの分野を幅広く学ぶことができます。また、

勉強だけではなく、スポーツ設備やカフェテリアなどの環境も整っています。また、フッ

トボールの強豪校としても有名です。多くの功績を遺しており、数多くの生徒たちをプロ

の世界へと導いています。 

 

３ 留学目的 

 今回の留学の目的は英会話の上達と TOEICのスコアを上げることである。英語を勉強し

ていても話すことが全くできなかった。筆記が多少できても会話が成り立たない。それが

現状だった。グローバル化している今の時代、英会話は必要になってくる。また、将来の

道も大きく広がる。しかし、日本で英会話の練習をしていては時間がかかりすぎる。日本

は島国のせいもあり、都会には多少いるももの、地方には外国人はほとんどいない。その

ため、英会話の練習が授業以外あまりできない。しかし、授業の限られた時間だけでは不

十分だと感じた。そんな現状だったから、留学に行き、英語を現地で学ぶ必要があると思

った。ネイティブと交流を深め、英語でのコミュニケーション力を担う必要がある。そう

感じたのが、留学を決めたきかっけであり、目的の一つである。また、この先就職をする

上で、TOEICのスコアは重要となってくる。しかし、留学に行く前のスコアはあまり良く

なかった。そのため、TOEICのスコアを上げる事を目的とした。 

 

４ 留学内容 

以下から留学の内容を記述する。 

４‐１ 留学のスケジュール 

留学期間中のスケジュールは以下のとおりである。 
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 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

１

限 

Reading ＆

Writing 

Reading ＆

Writing 

Reading ＆

Writing 

Reading ＆

Writing 

No class 

２

限 

Reading ＆

Writing 

Reading ＆

Writing 

Reading ＆

Writing 

Reading ＆

Writing 

No class 

３

限 

Grammar Grammar Grammar Grammar No class 

４

限 

Listening ＆

Speaking 

Listening ＆

Speaking 

Listening ＆

Speaking 

Listening ＆

Speaking 

TOEIC 

５

限 

NUIS Project TOEIC American 

Culture 

TOEIC No class 

 

４‐２ 留学の詳細 

内容は以下のとおりである。 

1) Reading＆Writing 

基本的に教科書を読み解いていく授業である。内容はアメリカの歴史についてだ。各章が

終わるごとにテストが実施される。また、ほとんど毎日ボキャブラリーテストが実施され

る。そのため、単語力と読解力が大きく伸びる。 

 

2) Grammar 

この授業は基本的な文法を学んでいく。教科書に書いてある解説を読み、ひたすら問題を

解いていく授業である。授業でやった内容に沿った課題が毎回出るため、授業で分からな

かった事、あとで確認することができる。 

 

3) Listening＆Speaking 

この授業ではリスニング力とスピーキング力を担うものである。リスニングは CDを聞き、

教科書の空欄を埋めるといった授業である。スピーキングはスピーチが行われ、どのよう

に文を構成して話すか、またどうのように話したらみんなが分かりやすいかなど、スピー

チをお題とした授業である。 

 

4) NUIS project 

NUISの生徒一人一人が、学校の各場所を紹介し、それを動画に収めるといった授業である。 

 

 



 

 

5 

 

5) TOEIC 

この授業では、TOEICの点数を上げるための授業である。教科書を使って基本的な所だけ

に焦点をあてて、教科書にある問題を解いていった。また、ボキャブラリーテストが毎週

行われるため、ボキャブラリーは確実に増えていく。 

 

6) American culture 

この授業ではアメリカの様々な文化を学ぶ授業である。５、６人のグループでアメリカの

文化を調べたプレゼンテーションを行う。その後、そのプレゼンテーションの内容にそっ

た課題がだされる。また、たまにゲストがきてアメリカの文化について話をしてくれる。

この時も、課題が出される。そのため、正確なアメリカの文化を学ぶことができる。 

 

５ 当初目的・目標への達成度 

今回の留学の目的の達成度について、それぞれまとめる。 

 

1)英会話を上達させる 

今回の留学で、英語の難しさ、語彙力のなさを痛感した。しかし、積極的に話すことを目

標にした成果はでた実感している。留学先に行った当初は話すことができない、何を言っ

ているか理解できない状態だったが、この留学を通し沢山の友達ができ、多少のコミュニ

ケーションを取ることができるようになった。この貴重な経験を活かし、これから先、今

まで以上に勉強を頑張っていきたい。 

 

2)TOEICのスコアを上げること 

この留学では、TOEIC のスコアを上げることを一つの目標とした。思っていたよりも、授

業の内容が浅すぎたことが少し残念であった。自主学習するものの、何をどうやって勉強

していいか分からずスムーズに進めることができなかった。結果、TOEICのスコアは日本

で最後に受けたのと比べて、100点ほど伸ばすことができたが、満足するに至るまではいた

らなかった。この結果を反省し、これからもっと勉強法を工夫し、スコアを上げていきた

い。 

 

６ 反省・課題 

約４ヶ月という期間で非常に多くの事を学ぶことができ、とても貴重な経験をすることが

できた。また、この留学で沢山の課題が見つかった。この留学で学んだこと、得たものが

無駄にならないように、これからは今まで以上に勉強を頑張っていこうと思う。 
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謝辞 

今回、ノースウエストミズーリ州立大学の ESLにて懇切対寧な指導をしてくださったMｒ

ｓ.Hardee、Mrs.Konstantopoulos、ホストファミリーの Jim Daivis さん、Dixie Daivis

さん、その他大勢の関係者の皆様に深く感謝申し上げます。また、本学の留学担当で 2016

年度前期の授業、留学サポート、帰国後の各種活動への指導を賜りました、矢口裕子先生、

藤本直生先生には心より感謝いたします。最後に、新潟国際情報大学からいただきました

奨学金により、留学への参加が実現し、有意義な体験ができたことを、心から感謝いたし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付録：ホームステイとフィールドトリップについて 

以下からホームステイとフィールドトリップについて説明をしていく。 

 

11月 22日 ホームステイ先の家族と合流 

11月 23日 家で子供たちと遊びました 

11月 24日 ホームステイ先の家族の実家いきました（Thanksgiving Day)  

11月 25日 ホームステイ先の知り合いが集まり伝統料理を食べました（Black Friday） 

11月 26日 カンザスシティーに行きました 

11月 27日 教会にいきました 

 

ホームステイの所感 

ホームステイは 11月 22日から 11月 27日の 5 日間。この間、学校は休みとなる。日本

とは違う文化ではあったが、ホームステイ先の人は優しく、非常に暮らしやすかった。実

際に色んな異文化に触れることができ、とても貴重な体験をすることができた。 
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9月 16日 

出発 9時 帰宅 21時 

内容 

・オマハ動物園に到着、グループに分かれて行動、動物園で昼食 

・2時頃から大きなショッピングモールで買い物 

 

フィールドトリップの所感 

動物園では日本で見られないような動物を沢山見ることができた。この日は気温が高か

ったため少し疲れた。ショッピングモールはとても大きく、3時間ほどあったが全部回りき

れなかった。毎日勉強で疲れていたため、良いリフレッシュとなった。 

 

 

10月 27日 

出発 9時   帰宅 21時 

・美術館の近くで昼食 

・カンザスの美術館で芸術鑑賞 

・カンザスのプラザで行き買い物 

 

フィールドトリップの所感 

美術館はあまり行ったことがなかったが、今まで見たことのないようなものが沢山見るこ

とができた。カンザスのプラザに行ったとき多くのお店が並んでいて、街並みが綺麗だっ

た。この時期、メキシコ人が 1 ヶ月間留学しにくるため、一緒にフィールドトリップに行

く。人数が多いため 1回目よりも楽しかった。 


